
公益社団法政建設荷役車両安全技術協会　　　　　　　　　

兵庫県支部長殿

兵労･発J,し0807第５呼

平成25午８月16ﾄ|

兵庫労働局長

秋の交通労働災害防止運動の実施について

　時下ますますご清勝のこととお慶び申し上げます。

　平素は労働行政の推進に当たりまして、ご埋解、ご協力を賜り厚く御礼申しﾄ.げま

す。

　さて、兵庫労働局では、交通労働災害防止対策を効果的に推進するため、今年度に

おきましても別添のとおり「平成25年秋の交通労働災害防止運動実施要綱,|を策定

し、同要綱に基づき運動を実施することとしています。

　つきましては、本運動の趣旨をご理解いただき、同要綱に基づいた積極的な活動を

展開されますようご依頼申し」ﾆげます。
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平成25年秋の交通労働災害防[|ﾆ運動実施要綱

趣旨

　兵庫県での「秋の交通労働災害防止運動」は、秋の全国交通安全運動期間を含む９月を

実施月|剛とし、「事零者はもとよ胴」政、業何!別労働災害防止.団体、業界ﾚ11体等の参り||の

もと、関係者が一丸となって県ド全域での集中的かつ効果的な交通労働災害防止活動を推

進すること｜を目的に、平成18年から実施し、今年でＳ回目を週える。

　この間，交通労働災害による死亡者数は、平成21年に過去最少に人）とたった，平成

22年には14人と人I剛こJMI］したが、その後２年連続減少し、平成24年には９入となっ

た。しかしながら、平成25年はギ年一間で既に９人に達し、労働災害による死亡者数の６

割を占め、極めて憂慮すべき事態となっている。

　このため、今年は、秋の交通労働災害防止運動実地期間中の交通労働災害による死亡ゼ

ロを目指し、それぞれの職場で交通労働災害防止活動の着実な実行を図る。

２期間

　７成25年９月１目から引戌25年９月30日まで

３主唱者

　厚生労働省兵jl}･労働局、県下各労働基準監督署

４協賛

　国土交通省抑戸運輸監理部兵庫陸運部,兵庫県，兵庫県警察、一般社団法人兵申労働基準　

連合会，防止貨物運送事業労働災害防止協会兵庫県支肌公益社団法大日本新聞販売協　

会近畿地IK本部,神Ｐ新聞社

５対象業種

　兵庫県ﾄﾞの全業種を対象とし．特に道路貨物運送業，新聞販売業を重点業種とする，

６実施事項

　（Ｕ厚生労働省兵庫労働局

　　ア業種別労働災害防止団体、業界団体等への文書要請　　

イ広報資料等の作成．配布

　　ウホームページ等による広報活動

ぐ２｝労働基準監督著

　ア団体、事業場に対する交通労働災害防止対策の取組勧奨

　イ「交通労働災害防止のためのガイドライン」の周知啓発

　ウ労働災害防止団体等が行う交通労働災害防止に関する研修会を支援する．

回）　

ア

　イ

1必賛者

事業場の実施事項に対する支援

広報誌等による周知



□)事繋場

　ア全業種共通事項

　　(刃｢交通労働災害防止のためのガずドライン.|に基づく:吋策の徹底

　　　①交通労働災害防止に関係する管理者(安全管理者、運行管理者等)を選任すると　　　　

ともに、管理者に対し必要な教育を実施し、交通労働災害|沁止のための管理体祠　　　　

を娘心lする.

　　　②安全衛生方針の表明、口腔の設定‥計画の作成一実施・評価・改善を行う。

　　　③交通労働災害防dﾆに関する事項について安全姿ほ会等において調喪審議を行　　　　

つ－

　　　④適正な労働時間等の皆月1及び走皆皆理を実施す気

　　　⑤適正な走行計画を作成し、運転業務従事者に適切な指示を行う.

　　　⑥乗務|司始前点呼等を実施し、その結果に基づく措置を適切に実施する。

　　　⑦交通労1勅災害防止のための雇入れ時及び日常･の教育を行う．

　　　⑧ａ康診断を実施し、その結緊に基づいて適切な事後指置淑業場所の変更、作業　　　　

の転換，労働時間の短縮，深夜業回数の減少等)を行う。

　　(イ)交通労働災害防l｣こ対策の研修実施

　　ｆ道路貨物運送･懲

　　(ア)上記アの｢全業種共通事項｣

　　(イ)次の事項を推進する。

　　　①リスクアセスメント(危険有害性の調査及び措置の実施)を進め仏

　　　②陸運業における労働安貨衛生マネジメントシステムの導入を促進する。

ウ新聞販売業

（ア）上記アの「全業種共通事項」のうち、（ア）の①、④、⑤、⑥、⑦の事項

（イ）j匯ｍな配達量とし、かつ、労両者が無煙な配達をしないよう点検する。

（ウ）高齢者について、十分に配慮する．（被災者の多くを高齢者か占める。）

（エ）次の事項を推進する，

　①走行経路を調査し、「安全走行計画．を作成する。

　②悪天候の時は、白線やマンホールなどの滑りやすい場所を避けて運転させる祢　

必要な指示をり･える.

　③交通労働災害の|’危険丿知JII練．を行う。

　④配達民の健康状態を健康診|折等により把握し、その結果に基づいて適りJな指示　　

を行う。

　⑤配達時においてブレーキ点検などの「安全作業のポイン|ヽ7」を励行させる，
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兵庫県内の平成24年交混労働災害発生状況(単位：人)

nﾓ）死傷災害：死已及び休業nlj以llの災害　　

【死傷者数は労働者死馬病報告によるl

兵庫県内死亡災害発生状況（平成３年～平成24年）（単位：人）
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儡混ご温容高這Ｗ儡ふ間･走行管理の点検などを実施しましょう!　　　
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秋の交通労働災害防止運動実施事項
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期間中に交通労働災害防止の教i

健康診断の結果に応じた適切な･

ましょう
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主唱兵庫労働局・各労慟基準監督署

協賛国土交通省神戸運輪監理部兵庫・運卸・兵庫県・兵庫県警察い一社･兵庫労働基準連合会　　　

ll吉昌詔SI送事業労慟災害防止協会兵潭県支卸り公社丿日本新聞販売協会近畿地区本部

　(退勤の冥加要●については､兵庫労働喝ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの「を●謐令･制度･字輯き』の「安全･座興仮｣をこX《たさい)
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